
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つの相互接続ネットワークと、
　前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに各々接続されている複数の記憶
装置と、
　前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに各々接続されている複数のホス
トコンピュータシステムであって、各ホストコンピュータが特定のデータフォーマットで
前記記憶装置の少なくとも一つにアクセスするように動作する複数のホストコンピュータ
システムと、
　前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに接続され、ホストコンピュータ
の指定したデータフォーマットで少なくとも一つのホストコンピュータシステム

ようにされた、少なくとも一つのプレゼンタと、
　前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに接続

アクセスリクエストを処理する
データパスを確立するように動作するマネージャと、

を含むことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項２】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　 アクセスリクエストを受信し、
　前記複数の記憶装置の少なくとも一つを調査し、
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　前記調査に基づいて前記リクエストに対する応答を決定し、かつ該応答を転送する
ように動作する前記少なくとも一つのマネージャによって、 アクセスリ
クエストが処理される、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項３】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　前記少なくとも一つのマネージャがさらに、同一の記憶装置へのアクセスをリクエスト
している複数 ホスト 間のコンフリクトを解決するように動作する、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項４】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　前記少なくとも一つのマネージャがさらに、前記受信した アクセスリ
クエストに応答して少なくとも一つの記憶装置に物理空間を割り当てるように動作する、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項５】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークであって、
　さらに、
　前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに接続された少なくとも一つのム
ーバを含み、 前記記憶装置の少なくとも一つからデータを読み取
り、かつ前記記憶装置の 少なくとも一つに データを書き込むようにさ
れており、
　前記少なくとも一つのマネージャが
　　データを移動するリクエストを受信し、
　　前記複数の記憶装置の少なくとも一つを調査し、
　　前記データ移動リクエストを実行する少なくとも一つのムーバを決定する、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項６】
　請求項５に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　少なくとも一つのムーバを介して少なくとも一つの記憶装置が少なくとも一つのネット
ワークに接続される、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項７】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　少なくとも一つのプレゼンタを介して少なくとも一つの記憶装置が少なくとも一つのネ
ットワークに接続される、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項８】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　少なくとも一つのプレゼンタを介して少なくとも一つのホスト が少なくと
も一つのネットワークに接続される、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項９】
　請求項８に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　前記マネージャがさらに、
　少なくとも一つのプレゼンタを介して接続されている前記少なくとも一つの コン
ピュータから、 割当を修正する リクエストを受信し、
　前記記憶装置の少なくとも一つを調査し、
　前記調査した記憶装置に、前記受信した リクエストを充足する物理空間の割当
を決定し、
　リクエストを行っている前記少なくとも一つのホスト が接続されている少
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なくとも一つのプレゼンタに、前記決定した割当を知らせる、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１０】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　前記少なくとも一つのネットワークが、
　前記ホスト と前記記憶装置との間でデータを搬送するように動作する少な
くとも一つのデータネットワークと、
　 アクセスリクエストを前記マネージャに転送するように動作する少な
くとも一つの通信ネットワークとを含む、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の記憶領域ネットワークであって、
　さらに、
　前記少なくとも一つの通信ネットワークを介して前記少なくとも一つのマネージャと通
信するユーザーインターフェースと、
を含むことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１２】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワーク 少なくとも一つのホスト に対
して複数のサービスを提供するように動作し、
　 前記少なくとも一つのホスト が

サービスを見出すことを可能にする を提供する、ことを特徴とする記憶領
域ネットワーク。
【請求項１３】
　請求項１に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　 アクセスリクエストが前記ホスト の一つから受信され、
その応答が前記アクセスをリクエストしている該ホスト に転送される、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１４】
　記憶領域ネットワークであって、
　少なくとも一つのデータネットワークを確定する少なくとも一つのスイッチと、
　 通信ネットワークと、
　各々が 記憶フォーマットでデータを記憶する複数の記憶装置と、
　前記データネットワークの少なくとも一つを介して少なくとも一つの記憶装置に接続さ
れ ホスト 、前記通信ネットワークに接続され、 ホス
ト フォーマットのデータにアクセスするようにされた複数のホスト

と、
　前記少なくとも一つのデータネットワークの少なくとも一つと前記通信ネットワークと
に接続されたプレゼンタであって、少なくとも一つの記憶フォーマットと少なくとも一つ
のホスト フォーマットとの間のデータ変換をするように動作する少なくとも
一つのプレゼンタと、
　

　前記通信ネットワークに接続され、 アクセスリクエストを処理するよ
うに動作する 少なくとも一つのマネージャと、
を含むことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　 アクセスリクエストを受信し、
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前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに接続された前記ホストコンピュ
ータと独立した少なくとも一つのムーバであって、当該ムーバのそれぞれが前記記憶装置
の少なくとも一つからデータを読み取り、かつ前記記憶装置の他の少なくとも一つに当該
読み取ったデータを書き込むムーバと、

前記記憶装置への
前記ホストコンピュータと独立した

前記記憶装置への



　前記複数の記憶装置の少なくとも一つを調査し、
　前記調査に基づいて前記リクエストに対する応答を決定し、かつ該応答を転送する
ように動作する前記少なくとも一つのマネージャによって、 アクセスリ
クエストが処理される、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　前記少なくとも一つのマネージャがさらに、同一の記憶装置へのアクセスをリクエスト
している複数のホスト 間のコンフリクトを解決するように動作する、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１７】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　前記少なくとも一つのマネージャがさらに、前記受信した アクセスリ
クエストに応答して少なくとも一つの記憶装置に物理空間を割り当てるように動作する、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１８】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワークであって、
　前記少なくとも一つのマネージャが、さらに、
　　データを移動するリクエストを一ホスト から受信し、
　　前記複数の記憶装置の少なくとも一つを調査し、
　　前記データ移動リクエストを実行する少なくとも一つのムーバを決定する、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　少なくとも一つのムーバを介して少なくとも一つの記憶装置が少なくとも一つのネット
ワークに接続されている、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項２０】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　少なくとも一つのプレゼンタを介して少なくとも一つの記憶装置が少なくとも一つのネ
ットワークに接続されている、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項２１】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　少なくとも一つのプレゼンタを介して少なくとも一つのホスト が少なくと
も一つのネットワークに接続される、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項２２】
　請求項 に記載の記憶領域ネットワークにおいて、
　前記マネージャがさらに、
　少なくとも一つのプレゼンタを介して接続されている前記少なくとも一つのホスト

から、 割当を修正する リクエストを受信し、
　前記記憶装置の少なくとも一つを調査し、
　前記調査した記憶装置に、前記受信した リクエストを充足する物理空間の割当
を決定し、
　リクエストを行っている前記少なくとも一つのホスト が接続されている少
なくとも一つのプレゼンタに、前記決定した割当を知らせる、
ことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項２３】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワーク 少なくとも一つの に
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対して複数のサービスを提供するように動作し、
　 前記サービスの一つは前記少なくとも一つのホス
ト が サービスを見出すことを可能にするサービスを提供する、こ
とを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【請求項２４】
　請求項１４に記載の記憶領域ネットワークであって、
　さらに、
　前記少なくとも一つの通信ネットワークを介して前記少なくとも一つのマネージャと通
信するユーザーインターフェースと、
を含むことを特徴とする記憶領域ネットワーク。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明はホストコンピュータと記憶装置とを相互接続する記憶領域ネットワークに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
記憶ビット当たりのコスト低減とあいまって記憶装置に対する要求の高まりが、コンピュ
ータシステム内の記憶量を非常に大きなものにした。伝統的なコンピュータシステムでは
記憶装置が直接ホストに結びついており、記憶量が増大するにつれて妥当な運転が困難に
なる。ホストを介して記憶域へアクセスを設定するときと同様に、ホストの大量の資源が
記憶装置の管理に費される。人的資源もまた記憶域の割当や構築等に消費される。記憶管
理の問題は複数ホストがＬＡＮ等で相互接続されているときはさらに悪化する。この場合
は各ホストが、他のホストを介して接続されるクライアントから記憶域へのアクセスリク
エストを受ける可能性がある。これらのクライアントは、マイクロソフトの「ウインドウ
ズＮＴとかＵＮＩＸのようないろいろ異なるプロトコルあるいはオペレーティングシステ
ムの下で動作している可能性があり、種々のフォーマットでデータを授受することを期待
し、特定の作業仕様で記憶が行われることを期待し、あるいは特定の型の記憶装置に接続
されることを期待しているかもしれない。ホストが故障し記憶装置がコンピュータシステ
ムの残りの部分に接続しなくなったときは、さらなる問題が起きる。
【０００３】
これらの問題に対する一つの解決案は、記憶領域ネットワーク（ storage area network、
SAN）である。記憶領域ネットワークは一以上のホストを複数の記憶装置に相互接続する
。記憶領域ネットワークはその構造に応じてＬＡＮ上のトラフィックを減少することがで
き、データ互換性要件を容易化することができ、ホストが故障したときは損傷を軽度に留
めることができる。記憶領域ネットワークは、例えば１００メガバイト／秒のファイバー
チャンネルループのような高速接続体を使って用意することができる。
【０００４】
記憶領域ネットワークに課される設計目標は、記憶装置の接続の設定・破棄と、記憶域へ
のアクセスの調停と、記憶装置の管理とに必要な制御オペレーションのロケーション（探
知）と構築ができることである。一設計例では、記憶領域ネットワークの管理が一以上の
ホストで行われる。一管理用ホストが、記憶領域ネットワークに接続された記憶装置の小
集団へのアクセスを制御する。この方法に付随する問題は、記憶領域ネットワークを管理
するための資源を費やさなければならないことと、ホストが故障したときに信頼性が問題
となることである。制御設計上のもう一つの選択肢は、記憶領域ネットワークに接続され
た記憶装置にインテリジェンスを与えることである。各記憶装置は当該記憶装置内に記憶
されているデータへのアクセスを調停する責任をもつ。この設計に付随する問題は、不均
質なコンピュータシステムにおける多重プロトコルをサポートする必要があること、初期
記憶リクエストを処理する適当な記憶装置を選択することが困難であること、および所望
のサービスを得るための適当なプロバイダを見出すことが困難なことである。
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【０００５】
今必要なのは、異なるプロトコルを有する不均質なホストから出される、分散した不均質
記憶装置へのアクセスリクエストを管理できる記憶領域ネットワークシステムである。管
理タスクがホストプロセッサや記憶アドミニストレータに実質的な負担を負わせないよう
にすべきである。データは、各記憶装置に最適なフォーマットを使って各記憶装置内に保
持されるべきであり、また、データはホストのアクセスリクエストに応じた最適なフォー
マットで各ホストに与えられるべきである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は記憶領域ネットワーク内に記憶管理機構を設けることである。
【０００７】
本発明のもう一つの目的は、分散させた不均質記憶装置を管理することである。
【０００８】
本発明の別の目的は、ホストからのアクセスリクエストを多重プロトコルでサポートする
ことである。
【０００９】
本発明のさらに別の目的は、各ホストに受理可能なフォーマットでデータを与えることで
ある。
【００１０】
本発明のさらに別の目的は、記憶域へのアクセスおよび管理に要する各ホストの資源必要
量を低減することである。
【００１１】
本発明のさらに別の目的は、記憶装置を調査して記憶域アクセスリクエストに対する適当
なコンフィギュレーションを決定することである。
【００１２】
本発明のさらに別の目的は、管理サービスへのアクセスを集中化することである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　

【００１４】
本発明の一実施態様では、前記マネージャが、同一記憶装置へのアクセスをリクエストす
るホスト間のコンフリクトを解決する。マネージャはまた、受信した記憶域アクセスリク
エストに応えて、一以上の記憶装置に物理空間を割り当てることもできる。
【００１５】
本発明のもう一つの実施態様では、記憶領域ネットワークは、一以上のネットワークに接
続された少なくとも一つのムーバを含む。各ムーバは一以上の記憶装置からデータを読み
取り、およびデータを一以上の記憶装置へ書き込む。マネージャはデータを移動するリク
エストを受信し、記憶装置を調査し、データ移動リクエストを実行するための一以上のム
ーバを決定する。改良した一態様では少なくとも一つの記憶装置が、一ムーバを介して少
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上記目的を達成するべく、本発明は、少なくとも一つの相互接続ネットワークと、前記
少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに各々接続されている複数の記憶装置と
、前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに各々接続されている複数のホス
トコンピュータシステムであって、各ホストコンピュータが特定のデータフォーマットで
前記記憶装置の少なくとも一つにアクセスするように動作する複数のホストコンピュータ
システムと、前記少なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに接続され、ホストコ
ンピュータの指定したデータフォーマットで少なくとも一つのホストコンピュータシステ
ムに提供されたデータを変換するようにされた、少なくとも一つのプレゼンタと、前記少
なくとも一つのネットワークの少なくとも一つに接続された少なくとも一つのマネージャ
であって、前記記憶装置へのアクセスリクエストを処理すると共に、当該マネージャを通
過しないデータパスを確立するように動作するマネージャと、を含むことを特徴とする記
憶領域ネットワークを提供するものである。



なくとも一つのネットワークに接続される。
【００１６】
本発明のさらに別の実施態様では、プレゼンタを通して接続されたホストからマネージャ
が記憶域の割当を修正するリクエストを受信する。マネージャは一以上の記憶装置を調査
し、受信したリクエストを充足する記憶装置上で物理空間の割当を決定する。マネージャ
は、当該ホストが接続されているプレゼンタに、決定した割当を知らせる。
【００１７】
本発明のさらに別の実施態様では、前記少なくとも一つのネットワークは、ホスト群と記
憶装置群との間でデータを搬送する一以上のデータネットワークと、記憶域アクセスリク
エストをマネージャに伝達する一以上の通信ネットワークとを含む。より巧妙な一実施態
様では、ユーザーインターフェースが通信ネットワークを通してマネージャと通信する。
【００１８】
本発明のさらに別の実施態様では、マネージャはホスト群に複数のサービスを提供する。
それらサービスの一つは、一ホストが残りのサービスを見出すことができるようにするロ
ケーションサービスである。
【００１９】
また、少なくとも一つのデータネットワークを確定する少なくとも一つのスイッチを含ん
だ記憶領域ネットワークが与えられる。この記憶領域ネットワークは通信ネットワークも
含む。記憶装置群及びホスト群は少なくとも一つのデータネットワークを通して相互接続
される。各ホストは通信ネットワークにも接続される。少なくとも一つのデータネットワ
ーク及び通信ネットワークに、少なくとも一つのプレゼンタが接続される。通信ネットワ
ークにはマネージャが接続される。このマネージャは、一ホストを発信源とする記憶域ア
クセスリクエストを受信する。マネージャは記憶装置群を調査し、そのリクエストに対す
る応答を決定する。応答は発信源のホストへ転送される。
【００２０】
【発明の好ましい実施の形態】
本発明の上記目的、その他の目的、特徴、及び利点は、本発明を遂行する最良の形態に関
する以下の詳細な説明と参酌する添付図面とから直ちに明らかであろう。
【００２１】
図１を参照する。この図は本発明の一実施態様である汎用インテリジェント記憶領域ネッ
トワークを示す図である。全体として２０で表すインテリジェント記憶領域ネットワーク
は、一以上の相互接続ネットワーク２２を含む。複数の記憶装置（各記憶装置を２４で示
す）が相互接続ネットワーク２２の少なくとも一つに接続される。記憶装置２４には磁気
ディスク、磁気テープ、光ディスク、固体物理メモリ等が含まれる。複数のホストコンピ
ュータシステム（各ホストコンピュータシステムを２６で示す）も、一以上の相互接続ネ
ットワーク２２に接続される。相互接続ネットワーク２２は、各ホスト２６が、ホストの
指定したデータフォーマットにされた少なくとも一つの記憶装置２４のデータにアクセス
することを可能にする。ホスト２６はＬＡＮのような相互接続ネットワーク２８によって
相互接続することができる。ＬＡＮはどの相互接続ネットワーク２２の一部であるともい
えない。
【００２２】
インテリジェント記憶域ネットワーク２０は、一以上の相互接続ネットワーク２２に接続
されている少なくとも一つのプレゼンタ３０を含む。各プレゼンタ３０は、少なくとも一
つのホスト２６に、そのホストコンピュータが指定したデータフォーマットでデータを与
える。したがって、プレゼンタ３０を通してデータにアクセスするホスト２６は、各記憶
装置２４に使用されているデータ構造を知らなくてよいし、関心がなくてもよい。ホスト
２６はプレゼンタ３０を介して相互接続ネットワーク２２に接続することができ、あるい
は相互接続ネットワーク２２へ直接接続してプレゼンタ３０にアクセスすることもできる
。ホスト２６がプレゼンタ３０を含んでもよい。
【００２３】
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インテリジェント記憶領域ネットワーク２０はさらに、一以上の相互接続ネットワーク２
２に接続された少なくとも一つのマネージャ３２を含む。各マネージャ３２は記憶域アク
セスリクエストを受信し、少なくとも一つの記憶装置２４を調査し、その調査に基づいて
応答を決定し、その応答を転送する。通常、アクセスリクエストはホスト２６から到来し
、それに続いてリクエストをしたホスト２６へ応答が転送される。このときホスト２６が
直接に記憶装置２４にアクセスしてもよい。マネージャ３２は相互接続ネットワーク２２
の一部でよく、ホスト２６に統合してもよく、あるいは相互接続ネットワーク２２および
ホスト２６とは別個のものにしていてもよい。
【００２４】
本発明の一実施態様では、マネージャ３２は同一記憶装置へのアクセスをリクエストする
ホスト２６の間のコンフリクトを解決する。例えば、通常、一時にただ一ホスト２６のみ
が記憶装置２４にアクセスすることができる。多数のホストが同一のテープ記憶装置２４
をリクエストすると、マネージャ３２はいずれのホスト２６にアクセスを与えるかを決定
する。
【００２５】
本発明の一実施態様では、受信した記憶域アクセスリクエストに応答してマネージャ３２
が一以上の記憶装置２４上に物理空間を割り当てる。このリクエストは、必要な記憶量、
アクセス時間、データ転送速度、メガバイト当たりのコスト、相対信頼度等のいくつかの
パラメータを含むことができる。マネージャ３２は、指定されたパラメータに最もよく適
合する一以上の記憶装置２４を探索する。記憶装置２４を割り当てる適当な方法が、マー
ク・バッケ他による１９９９年１月１５日出願の「インテリジェント記憶データマネージ
ャ」と題する米国特許出願第０９／２３２ ,４３１号に開示されている。この出願を参考
としてここに引用する。ホスト２６がプレゼンタ３０を通して接続されていれば、プレゼ
ンタ３０が記憶装置２４の割当の決定を通知する。
【００２６】
本発明の一実施態様では、インテリジェント記憶領域ネットワーク２０は少なくとも一つ
のムーバ３４を含む。各ムーバ３４は、少なくとも一つの記憶装置２４からデータを読み
取り、少なくとも一つの記憶装置２４にデータを書き込む。マネージャ３２はデータを移
動するリクエストを受信し、少なくとも一つの記憶装置２４を調査し、データ移動リクエ
ストを行う少なくとも一つのムーバ３４を決定する。ムーバ３４は、テープのバックアッ
プ、フラグメンテーションの解消、等々のデータ転送リクエストを行う負担をホスト２６
から軽減する。ムーバ３４を通して一以上の記憶装置２４を相互接続ネットワーク２２に
接続することができる。ムーバ３４は、相互接続ネットワーク２２に直接に接続されてい
る記憶装置２４にアクセスすることもできる。
【００２７】
本発明の好ましい一実施態様では、相互接続ネットワーク２２は記憶域アクセスリクエス
トをマネージャ３２へ転送するための一以上の通信ネットワーク３６と、ホスト２６と記
憶装置２４との間でデータを搬送するための一以上のデータネットワーク３８とに分離さ
れる。各データネットワーク３８はファイバーチャンネル、小型コンピュータシステムイ
ンターフェース（ＳＣＳＩ）、インテリジェント周辺インターフェース（ＩＰＩ），高性
能並列インターフェース（ＨＰＰＩ）、フレーミング・プロトコル  、インターネットプ
ロトコル（ＩＰ）、コンピュータデータ用ＡＴＭ適合レイヤー（ＡＡＬ５）、リンクカプ
セル化（ＦＣ＿ＬＥ）、単一バイトコマンドコードセットマッピング（ＳＢＣＣＳＭ）、
ＩＥＥＥ  ８０２．２などの高速ネットワークである。各通信ネットワーク３６は通常、
データネットワーク３８よりも小さな帯域をもっており、各通信ネットワークとしては例
えばＴＣＰ／ＩＰプロトコルを用いるイーサネットでよい。一以上の通信ネットワーク３
６が使用されるなら、各ネットワークが少なくとも一つのマネージャ３２をもつ。別個の
通信ネットワーク３６上のマネージャ３２はマネージャ３２間の通信を許すように相互接
続される。冗長性を与えたり異なるサービスを与えるために、各通信ネットワーク３６上
に一以上のマネージャ３２を設けることができる。
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【００２８】
本発明の一実施態様では、ユーザーインターフェース４０が少なくとも一つの通信ネット
ワーク３６に接続される。ユーザーインターフェース４０は、少なくとも一つのマネージ
ャ３２をモニターし制御することができる能力を記憶領域ネットワークアドミニストレー
タに与える。
【００２９】
マネージャ３２は、本発明の種々の実施態様で多様なサービスを行う。マネージャ３２は
データネットワーク３８を制御することにより、相互接続ネットワーク２２内にサブネッ
トワークを形成するための接続を確立し、解除し、また相互接続ネットワーク２２間の接
続を確立し、解除する。マネージャ３２はコンフリクトを解決し、記憶空間の割当を行い
、データ転送を計画し、相互接続ネットワーク２２の健全性を監視する。
【００３０】
マネージャ３２は集中化したロケーションサービスを提供することができる。このサービ
スによってホストはマネージャ３２、プレゼンタ３０、ムーバ３４、及び記憶装置２４が
提供する他のサービスにアクセスすることができる。それゆえ、ホスト２６がサービスの
リストやサービスロケーションを維持し、更新する必要はない。
【００３１】
図２を参照する。この図は本発明の一実施態様に基づくクロスバースイッチを使って実施
したインテリジェント記憶領域ネットワークを示す図である。データネットワーク３８は
、少なくとも一つのクロスバースイッチ６０を使って与えられる。クロスバースイッチ６
０は、例えばカルフォルニア州サンノゼ市のブロケード・コミュニケーション・システム
社から発売されているシルクウォーム・スイッチ  （ SILKWORM SWITCH）のようなファイバ
ーチャンネルスイッチを使って用意することができる。
【００３２】
図３を参照する。この図は本発明の一実施態様に基づいて関連プロセッサを備えたクロス
バーを使用して実施したインテリジェント記憶領域ネットワークを示す図である。クロス
バー８０は、クロスバースイッチ６０と同様、二以上の任意のプロセッサ８４を相互接続
するクロスバースイッチ８２を含む。各プロセッサ８４はファイバーチャンネル，ＳＣＳ
Ｉ等の高速チャンネルを通して一以上のホスト２６に接続され、あるいはファイバーチャ
ンネル、ＳＣＳＩ、ＥＳＣＯＮ等の高速チャンネルを通して一以上の記憶装置２４に接続
される。各プロセッサ８４はホスト２６と記憶装置２４との間でやりとりされる実時間デ
ータ転送、変換及び変形を処理する。各プロセッサ８４はさらに、プレゼンタ３０、ムー
バ３４、あるいはその両方として機能するようにプログラムすることができる。
【００３３】
好ましい一実施態様では、クロスバー８０は内部通信ネットワーク８６を介して各プロセ
ッサ８４に接続されているマネージャ３２を含む。一典型例ではネットワーク８６はＴＣ
Ｐ／ＩＰプロトコルを提供するイーサネット・ネットワークとして用意される。マネージ
ャ３２は、やはりイーサネットを使用して用意された外部通信ネットワーク８８を通して
ホスト２６及び記憶装置２４にも接続できる。
【００３４】
図４を参照する。この図は本発明の一実施態様に基づいてファイバーチャンネルスイッチ
ハブを使用するインテリジェント記憶領域ネットワークを示す図である。記憶装置２４、
ホスト２６、プレゼンタ３０、及びムーバ３４はファイバーチャンネルポートを介してス
イッチハブ１００に接続される。マネージャ３２はホスト２６から受けたアクセスリクエ
ストに応答して、一以上のサブループ１０２を形成する。
【００３５】
本発明の実施態様を例示して述べたが、これらの実施態様は例示のためであって本発明の
全ての可能な形態を表すことを意図したものではない。本明細書中に使用した用語は説明
のためであって本発明を限定するためではない。
本発明の趣旨および本発明の範囲から逸脱することなく種々の変更が可能であることを了
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解されたい。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施態様に基づき汎用インテリジェント記憶領域ネットワークの図
である。
【図２】　本発明の一実施態様に基づきクロスバースイッチを使用するインテリジェント
記憶領域ネットワークの図である。
【図３】　本発明の一実施例に基づきプロセッサを具備したクロスバーハブを使用するイ
ンテリジェント記憶領域ネットワークの図である。
【図４】　本発明の一実施態様に基づく、ファイバーチャンネルスイッチハブを使用する
インテリジェント記憶領域ネットワークの図である。
【符号の説明】
２０　　　インテリジェント記憶領域ネットワーク
２２　　　相互接続ネットワーク
２４　　　記憶装置
２６　　　ホストコンピュータシステム
２８　　　相互接続ネットワーク
３０　　　プレゼンタ
３２　　　マネージャ
３４　　　ムーバ
３６　　　通信ネットワーク
３８　　　データネットワーク
４０　　　ユーザーインターフェース
６０　　　クロスバースイッチ
８０　　　クロスバー
８４　　　プロセッサ
８２　　　クロスバースイッチ
８６　　　内部通信ネットワーク
８８　　　外部通信ネットワーク
１００　　スイッチハブ
１０２　　サブループ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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